















































































































































































































































































































































































































ア ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価間顔の工夫
ベーパテス トによって､中学校 ｢数学｣の ｢数量関係｣に関す
る ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関して学力診断調査するためには､
Open-endの問題によって評価することにしたO













































4)黒崎東洋郎 ･高橋敏雄､｢学生の 『数学を学ぶ価値観』と 『数学を学ぶ態度』に関する調査研究｣､
岡山大学算数 ･数学教育学会､｢パピルス｣､第5号､1998.









数学科調査問題 (数量関係) 第 1学年










































































































数学科調査問題 (数量関係) 第2学年 _ 紘 _ 香
D] yがxの 1次開放で次の裏のような伍をとっている｡
この とき.蓑の空 らんにあてはまる故を求めなさい.
X -4 -2 02 4 6.
E] 1次開放 y=3x+4にういてグラフの傾きと
切片をいいなさい ｡
傾き ァIt3〆 切片 p/､∫X
B].次の各点は･ l次開放y-2x+3のグラフ上の点
である｡⊂:=]にあてはまる艶を答えなきい｡
A(-5, ) ｡(困 ,17 )






E] 次の 一 次開放のグラフをかきな さい｡




(I) x=5の とき.y=3で,工が 6増加するとyは 2
増加する｡
午/､午〆
(2) グラフが 2点 (2,3),(-5.-ll)を通るd

































率 は 91.5%で あ り,十分理解 され て
い るとい える｡傾 きは正解 が 76.3%
だが,つまずき反応の中で 3xが 15.2
%であ り,答え方 としては正 しくない

















変化の割 合の知識 ･理解 とその使い
方について確かめているD 達成率は
それぞれ 39.1%と 32.7%で あ り, とて
も十分 とはいえない｡ 1次関数では,
変化の割合はとらえにくい ことの一つ



















すべて大切である｡ (秋 山 真)
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数学科調査問題 (数量関係) 第3学年 _ 組 _ 番
山 吹の場合,I,yの関係を式に衷しなさい.













































@] 1から4まで虹字をかいたカー ドが 1枚ずつありま
















































































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1) 5y=-Xj 62%2 y-loxy= 旦xなど5





























X -3 -2 -i 0 1 2




問 題 期待する反応 主なつまずき反応
2 (1) 反比例 →78% 比例 など(2) -6 →86% 6 など
(3) 12y=-- → 56% 12y-- ,yニー12x,I
(4)反応から見た学力診断
r表から反比例の






































問 産 期待する反応 主なつまずき反応
3 (1) (-3,2) う92% (2,-3),(3,2)など
(2) (-4,4) う78% (-4,-4),(4,-4)など
(3) ( 0,4) →80% (4,0),(0,3) など





























問 題 期待する反応 主なつまずき反応
































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
5 考 毎分xeずつ水を入れ,y分でいっぱいになるの yはx 無答 (35%),y-ax 80=3aa 里 など
え に反比例するD う49%
方 毎分32ずつ80分いれるから容器は3×80=240(e).
式 y=塑 →530/. 80y-- x,y=240Ⅹ3













































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 ( 1) y-2x う 61% y-4x など






















【表現 ･処理】 ○比例 ･反比例のグラフを式に表すことができる0
【知識 ･理解】 ○比例 ･反比例や比例定数の意味を理解 している0







問 題 期待する反応 主なつまずき反応
7 (1) 3y=盲x → 59% y-3x,y-6x,2y=-x など3




























問 題 期待する反応 主なつまずき反応






































x 一0-4 -2 o l2 1 4 16
y l l-7l② l-11 2 15
生徒の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
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調査項目4 変化の割合
(1) 数学の学力
【表現 ･処理】 ○ 変化の割合を使ってXの増加虚からyの増加量を求めることが
で きる｡

























































A (1) 2y= す Ⅹ+1■■41.4% 無答(26.7%)y- 号 x+口 (3.8%)5x+2(3.0%)



























回 (1) y-2x十12 ...57.3% 無答(18.4%)y-6x+4(1.8%)
(2) △BPDの面積 - .14.1%AB 209 無答(38.7%)多角形ABPDの面積(14.7%)面積 4.3%)59高さ 51 縦(2.2%)




























回 (1) クナラフが平行 - .81.2% 無答(ll.5%)
グラフの傾きが等しい 2または-2を通る.




























問 題 期待する反応 主なつまずき反応






























問 題 期待する反応 主なつまずき反応




























































【知識 ･理解】 ○関数y-ax2の式とグラフの関係を理解 し,見分けることができ
る｡
(2)問題
@] 下の図は,3つの関数, y ① ①







問 題 期待する反応 主なつまずき反応












































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
5 (1) y=2x2→ 64% y-1/2x2y-x22 など2 0≦Ⅹ≦4⇒ 2 0≦x≦81 42
0≦y≦32⇒ 62% 2≦y≦320 640≦y≦8
























































































問 題 期待する反応 主なつまずき反応



























回 1から4まで数字をかいたカードが 1枚ずつあります○このカー ドを
よくきって,1枚ずつ2回続けて取り出し,取り出した順に左から右へ並
ベて2けたの数をつくりますo次の確率を求めなさいo
(1)その整数が奇数となる確率 B] 回 B] 回
(3)生徒の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応





















































間 前回を有意に下回る 通過率今 回 前回
第 1学年 16 15 62.9 68.6
第2学年 19 15 64.3 68.0
fig2 領域別設定通過率との比較 (｢数丑関係｣)
問題数 前回を有意に下回る 通過率実通過率 設定通過率
第1学年 14 9 52,3 63.6
第2学年 21 7 59.6 60.7



































































































































































































































































































































































































X -3 -2 -1 0 1 2












































･5 本 時 案 傑3次 第4時)




学 習 活 動 群鰍 妓援 甜正睦準
1.シー ソー ¢巧案を見て知っていることを挙プる02本日脚 するo 1.てこの働きについて,馴 雇拓想邑 敵 せるo 凶止二戯増強をもとに積極的に考えることが2弗 落して,その綻彩)､ら二つて幼虫関,%こついて考察
(1仁和和洋閣鰍 口るC していくことを知らせるO できたカも見三_二塁丘五既細を生かして自分なりに関係が予









の重さと支点からの定離 を を行い,思教場 牲通して,二つ増血の笥こ反と抄1め
考える○ 関系があるのではないかということに気f寸かせるCそし
(1沸点関系を表に表し,考察す 'て,月悪口としてある反ヒヒ伊掛野 特徴を生かして,本当 輿雛 栗を分かり
る○(2)グラフに表し,考察するo コー亘と折りといえるかを石勧さめさせるC やすく表やグラフL潮 こ表せたれ見左⊥整え方数昆関係を白髄在に
5.言6チ Ir予想される瑚 …
･ おもりの重さが大きくなると,支点からの距離が近くなるo !
l･ おもりの重さが2胤 3億,.- となるとき,支点からの き 控え,正しく男顔することができた力㌔生塩温二盟好
距離は1/2,1/3に近い値にな.3ているo ー･グラフにしてみると反比例のようだ. ‡










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 ｢さおばかり｣ 1 映像の中で ｢さおばかり｣に注目させ,小学 歴史二重墜
を使っている映 校で学習した ｢てこの原理｣を使った道具であ
像を見るo ることを思い出させるo
2 2 つり合うように もりを移動させて畳る ｢さ
と ｢てんびんば おばかり｣とつり合うようにおもりを加えてい 経験をもとにすす






(2) 分銅 重さと (2) 具体的な数値を示しながら,課題意識を高め
支点からの距離 るo｢10gのとき2.5cm,20gのとき何 C 既知を生かして関
の関係を予想す か?｣｢20gとき6cmになった030gのと 係を予想できてい
るo き,何 cmか?｣ るか○塞墾_二_堅塁
(3) ｢さ お ばか り ｣ (3) 同じ実験結果になるように,クリップの位
を作 り,予想を 置.支点の位置を統一するoT率に実験に取り
確かめる04 実験結果を表 組むよう働きかけ,目盛 りをつけるときの,目
線にも注意させるo 関係を表やグラフ
4 表やグラフ ら 比例との相違点を明らかに に表すことができ





















































































/D ′E'lO.2Q JO ケD √1) go
支点からの距Alkm) J{?.3 ′Y.?}0 2r･7J/.I-._一 ､一 ､-･ノ J J









































1 単 元 名 - 次 関 数 (第 2 学 年 )

































X -4 -2 0 2 4 6
y ① - 7 @ -1 2 5
















































5 本時案 (第 1次 第 2時)
目 標 線香を使った実験をすることで,具体的な事象の中か ら一次関数を見
いだし,表や式に表すことができる○
学習活動 数学的活動への支援 評価基準
1 本時の学習課題を知る○ 関心 .意欲 .態度
[萱草寧垂] 線香を燃やす とき,燃や した時間と残 りの線香の
長さの間には,どのような関係があるだろうか○
2 説明を聞き, 2(1)実験は 20分間行うo残りの線香の長さを
実験を行う03 グラフを元に 2分ごとに測 り,グラフ用紙に記入させるO
(2)実験は2人組で行い,誤差を少なくするた
めに,途中で息を吹きかけた り,線香の火を 2人組で協力しな
消した りしないように注意させるo が ら積極的に実験
(3) グラフを見て 直観的にどのような関係に を行っているか.見方 .考え方
なっているのか考えさせる○
3 グラフか ら表を作 らせ,グラフと表を見て,
表を作る○ 気がついたことをできるだけ多く挙げさせるo いろいろな考え方ができているか.製産二_里塵4 実験の結果 を 4(1)実験の結果 利用して,線香の燃えた長さ
利用 し,線香の についての表を作 らせ,グラフにも点を取 比例の関係になつ
盟友左真之につ らせ,最初のグラフとの違いに宕目させるo ていることに気付



























































大tつけてから¢●■(分)02+ らi101之IL日 日 S 10
ZLっ脚 長き(也)Lち濃 を‡ 畏 誓 豊 呈 惜 蓑 芸
グラフと鼓を見て,気がついたことなとを挙げようl
Litht.dtb.?'ト1.ら八､7､t,+I.




















































yニ ー 0.35xとする生徒が出てきた｡｢それ じゃあ,正比例に
なってしまうよなあ,何か忘れてるなあ｡｣と言 うと,｢そうか,最
初は線香が 15cmだった !｣と気付 く生徒が出てきた｡そこでグラ
フが原点を通らず最初は15cmのところから始まっていたことにも
注意させながら,式 y-15-0.35xを完成させた｡
























































火tつけてからのqnT(分)0 1 ↑ igro l '◆ ,∫
沖沖の山九た&さ(n)a / 2.3 乍㌻占 7 7
5.クラブと泉からどんなことに気かつくだうう?
6.<Br鰍 う> 火をつけてか･" 時即を川 として
① 4の*からませ立ててみよう.
｢- 併呑の競えた良さを)･爪とすると -.一･一ノーノー,一･一J-





1 単 元 名 - 次 関 数 (第 2 学 年 )
















第 1次 一次関数 ･････2時間
第2次 一次関数のグラフ ･････4時間
第3次 一次関数の式を求めること ･････3時間
第4次 方程式とグラフ - ･･･3時間




























































































































































































C 1班では,2点 (2,0)と (6, 1)をとってグラフをかき
ました｡
T 2点の座標はどうやって求めましたか｡
















しい問題だと思 うのが現実だと思 う｡ しかしながら,ある条件が与えられて一次関数の式を
求めるとい う授業をしたときにはそのことを理解 して,問題を解くことができるようになっ







問層が難 しく,や らなくてもよいと考えられるかもしれないが,私はそ うは思わないOそれ
は現在の指導要領の基礎 ･基本の定着ということから,基礎 ･基本が定着していないのに難
しいことはや らなくてよいと解釈 しているからだと考える｡振 り返ってみると数学の現代化
の頃にはもっと難 しい問題を解いたり,より多くの間麿を解くことによって知識が定着 し,
理解が深まったように思 うo Lかし,与えられる時間が減ったのだから (内容は厳選されて




































第 1次 一次関数 ･2時間
第2次 一次関数のグラフ ･4時間
第3次 一次関数の式を求めること - 3時間 (本時は第2時)




















































































































































































































































































































5 本 時 案 計画第5次の第2時
目 標 ･ ボールの動きが本当に放物線になっているのかの考察をすることによって,数学的な見方や考え方のよさを感得するo
･ 実生活と関数との関連を知り,関数を身近なものとして捉えること
ができる○
学 習 活 動 数 学 的 活 動 - の 支 援 評 価 基 準
1,画面に出てく 1.今までの学習との関連を考えさせながら,ボ 関心二量塾
るボールの動きを見る02.本時の学習内 -ルの動きを観察させるo 興味.関心をもって観察できたか0線 l壁土ヒ二_豊艶
2.教科番の写真も参考に,放物線になっている
容を確認するo ことを発表させ,次の学習課題を出す○




した追求プリン 個人,班,学級の順に練り上げるO 表 しようとしてい
トで考えを進め 下記の点に注意しながら話し合わせるo るかo








･ 表を作り, xが2倍3倍-のとき, yが4倍9倍-.になる
度で投 4.いくつかの違う角度で投げられたボールの動
げられたボール きのプリントを配布し,同じ方法で,放物線に まとめた内容を理






















































































































































? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
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??? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
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? ?? ? ? ? ? ? ?
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数学科調査問題 (数量関係 ) 第 1学年 組 番
D] )が 工に比例 し.x=2のときy=5となっていま
す｡次の問いに答えなさい｡
(i)yをXの式で蓑 しなさい｡
























[= : = ]
(4)次の点を上の図に示 しなさい｡



























E] 次のグラフは,正 比 例 と反 比例の グ ラフです｡










数学科調査問題 (数量関係) 第2学年 組 番
D] yがxの 1次89枚で次の表のような値をとっている.
このとき,蓑の空らんにあてはまる故を求めなさい｡


















(1) I-5のとき,y=3で,xが 5増加するとyは 2
増'JnTLo r I
(2) グラフが2点 (2.3),(-5,-ll)を通る.
r ~ ~` . L
(3) グラフが点 (1,-2)を通 り,直線y--3xに











(1) γを方の式で衷 し な さい ｡








数学科調査問題 (数量関係) 第3学年 組 番
D] 次の場合･L･yの関孫を式に蓑しなさい｡




































回 1つのさいころを掛 -1るとき, 61江上の 日 が出る確
率を求めなきい｡
｣ . ･I











_=二 二 二 二
(2)その曳敗が3の倍数となる確率
｢ 二二 二 二 ｣
-100-
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